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 令和５年度 東京都立桜修館中等教育学校 学校経営計画 
 

東京都立桜修館中等教育学校長 

石崎 規生  

 

１ スクール・ミッション 

「６年間の一貫した教育活動の中で、世界の中の日本人としてのアイデンティティをもって国際

社会を担う人材を育成する学校」を目指し、研究論文の作成、６年間の系統的な進路指導、国際

交流事業といった教育活動を通じて、真理の探究を極め、困難な課題に主体的に取り組み、粘り

強く解決できる生徒を育成する。 

 

２ 目指す学校 

本校は平成１８（２００６）年度に開校し、都内城南地区の中高一貫教育校として保護者、地域、

都民からの期待に応え、確固たる信頼を築いてきた。このことは本校で展開している教育活動の質

の高さと、積み上げてきた進路実績によるものである。中等教育学校としての使命及び、開校以来

の教育理念を堅持し、これまでの教育活動の実践で得られた知見を踏まえながら、今後も生徒の進

路実現のさらなる向上を図る。 

（１）【目指す生徒像】 生徒が、バランスの取れた幅広い学力と論理的に考えて表現する力を身に

付けることで広い視野を身に付け、困難な課題に主体的に取り組み、強い意志をもって粘り強

く解決することができる資質を育てる。 

（２）【特色ある教育課程】 ６年間を見通した教育課程を編成して、中高の継続を最大限に活用し

て高い知性を身に付けるとともに、思考力、判断力、表現力等を着実に育成する。 

（３）【豊かな人間性】 １年生から６年生までが共に学ぶ学校としての特長を活かし、生徒各自が

交流し、相互に尊重しつつ切磋琢磨して豊かな人間性をはぐくみ、強靱でしなやかな心と身体

を養う。 

（４）【国際的な視野】 グローバル化が進展しつつある今日、我が国の伝統・文化を理解し、日本

人としてのアイデンティティと自信をもち、同時に他国の文化を尊重し、国際社会で貢献でき

る人間を育てる。 

（５）【社会と共に歩む】 進路実現のため、大学教育との連携を深めつつ、それに留まることなく

地域の義務教育、特別支援教育、生涯教育などとも連携し、開かれた学校づくりを推進する。 

 

３ スクール・ポリシー 

（１）アドミッション・ポリシー 

①将来の夢や高い志を抱き、自ら進んで考え、自ら勇気をもって決断し、自ら責任をもって主体

的に行動する力を育もうとする生徒を募集する。   

②社会の様々な場面・分野においてリーダーとして活躍する力を育もうとする生徒を募集する。 

③真理を探究する精神をもち、自ら課題を発見し、論理的に解決し、適切に表現し行動できる力

を育もうとする生徒を募集する。  

④生命や人権を尊重し、他者を思いやり、他者と共に協調する心を養おうとする生徒を募集する。  
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⑤世界の中の日本人としてのアイデンティティをもって国際社会に貢献する力を育もうとする

生徒を募集する。 

⑥自らの健康に留意し、体力の向上に努め、健全な精神を維持できる力を育もうとする生徒を募

集する。 

（２）カリキュラム・ポリシー 

①中等教育学校の特色を生かした６年間の一貫した教育を通して、幅広い教養と発展的内容の学

習を実践し、高い学力の定着を図る。 

②前期課程で、「数学で学ぶ論理」、「国語で学ぶ論理」を学習し、後期課程では 5000 字の研究論

文を完成させることを通して、論理的に物事を思考する力を育成する。 

③６年間を通して、海外語学研修、海外修学旅行、リーダーシップ研修などの国際理解教育に取

り組み、国際社会を担う人材を育成する。 

（３）グラデュエーション・ポリシー 

①高い知性：確かな学力を身に付け、論理的に考えて課題を解決する力や自主的な表現力を身に

付ける。 

②広い視野：生命を大切にし、他者を思いやる心や人権を尊重する態度と国際社会に貢献しよう

とする態度を身に付ける。 

③強い意志：困難な課題に対して、勇敢に立ち向かって根気よく解決する精神力と体力を有し、

責任をもって行動する姿勢を身に付ける。 

 

４ 中期的目標と方策 

開校以来取り組んできた本校の教育活動について、１０年目を迎えた平成２７年度に分掌や教科等

で振り返りを行い、その成果と課題を検証してまとめた「次の時代の桜修館のあるべき姿」に、国

や都から出た教育施策を盛り込んだ内容を継続して中期的目標とする。新学習指導要領や社会の変

化や生徒の実態等も念頭に入れながら、以下の展望に立って取組を継続する。 

（１）全科目を重視して広く教養を身に付けさせるとともに、基礎学力の定着と応用力の充実を図

る。カリキュラム・マネジメントを適切に行い、新学習指導要領の実施とともに教育活動全体

を主体的に改善しながら、６年間を見通して各学年で身に付けさせる学力を明確にして、教科

全体で生徒の学力向上に取り組む。そのために、校内研修や教科内の研修を定期的に行い、教

職員全員の衆知を結集して、カリキュラム・マネジメントを実現する。 

（２）「真理の探究」を極めることを目指し、主体的に学ぶ力や論理的思考・表現力の育成を図る。

そのため、前期課程に設置する、その他特に必要な教科「国語で論理を学ぶ」、「数学で論理を

学ぶ」を基礎に、５年生での研究論文作成に向けた体系的な学びを実現する。また、新学習指

導要領に基づいた生徒の資質・能力の育成に向けて、これまで以上にＩＣＴの活用や、「個別最

適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を目指す。 

（３）６年間を見通した進路指導計画を策定し、発達段階に応じた進路指導を行う。後期課程では

大学受験に向けた指導計画を策定し、資料・情報の収集と整理に努め、有効に活用して、生徒

の進路実現に全力を挙げる。 

（４）世界の中の日本人としてのアイデンティティをもって、他国の文化を尊重し、国際社会に貢

献できるグローバル人材を育成するため、我が国の伝統・文化の理解や国際理解教育を充実さ
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せる。特に、学校交流の受け入れや海外での体験的活動を可能な限り実施する。 

（５）健全な勤労観・職業観を育成し、自己の進路を主体的に決定できる能力を育成するためのキ

ャリア教育を実施する。生徒の研究心や専門的な知識を深めるため、大学との連携を図り、自

分の進路志望について高い志を持って取り組むよう支援する。 

（６）基本的な生活習慣を確立させ、その上で規範意識・道徳心を育て、自主・自律の態度や積極

的で前向きな生活態度を養う。 

（７）学校行事や部活動、自治会活動や委員会活動などに主体的に取り組ませ、仲間と協働して取

組を行う中で社会性、リーダーシップ、協調性などを育成する。 

 

５ 今年度の取組目標と方策 

新型コロナウィルス感染症の状況に応じて、以下の基本方針により、１年間を通して必要に応じた

教育活動の変更・見直しを行う。 

 基本方針 

・都教育委員会のガイドライン等に基づき、生徒の安全・健康を第一優先としながら、学校行事・

部活動も含めて、可能な限りの教育機会を提供するよう努める。 

・生徒の学力保証、進路実現に最大限の努力を払い、感染状況に応じてオンラインも含めた授業

確保を優先とする。 

 

（１）教育活動の目標と方策 

＜学習指導＞ 

①【総則】前期課程では、幅広くバランスのとれた学力を身に付けて、後期課程への円滑な接続を

行い、後期課程では、全科目を重視して広く教養を身に付けさせるとともに、進路実現に向けた

確かな学力の向上を目指す。 

②【新学習指導要領への移行】令和３年度からの中学校「新学習指導要領」の実施及び、令和４

年度から年次進行で実施する高等学校「新学習指導要領」への移行が円滑に行われるよう、各

教科・科目の指導計画及び評価計画を作成し、教材・教具等を整備する。 

③【授業時間の確保】年間授業計画及び週ごとの指導計画に基づき、チャイム始業を励行して 50

分の授業時間の中で生徒が主体的に学びに向かう授業を実践する。特に、前期課程では、学習

指導要領で示された標準時数を確保する。 

④【授業改善】基礎学習の基盤の上に、身に付けた知識をどのように活用すればよいのかなど、

学習した内容をもとに自分で課題を発見し、課題解決に至る主体的な学びを重視し、「個別最適

な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を進める。 

研修等で学んだ内容については、教科会等を中心に教職員全体に還元できるよう工夫する。 

生徒の学力向上と教員の授業力向上の方策を協議し、年間授業計画に常に反映させるカリキュ

ラム・マネジメントを機能させる。 

教員のデジタル技術の活用力を高め、ＩＣＴや新しい教育機器を活用した、より学習効果の高

い授業を行い、生徒の学力向上に取り組む。 

⑤【論理学習】学校設定教科「国語で論理を学ぶ」「数学で論理を学ぶ」の授業をティームティ

ーチングで行い、論理的な思考力・表現力を育成する。また、各教科等で討論型、発表型とい
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ったアクティブ・ラーニングを積極的に取り入れる。また、授業の中でも積極的に論理的な文

章を書かせるなどによる主体的・対話的で深い学びの実現を目指し、論理的に考える姿勢、自

主的に表現する姿勢、探究心や創造力を育成する。 

⑥【研究論文】前期課程に設置する、その他特に必要な教科「国語で論理を学ぶ」、「数学で論理

を学ぶ」で学んだことを基礎に、５年生の「研究論文作成」では教員全体で生徒を受けもち、

構想段階からまとめの段階まで生徒が探究的な学びを行えるよう体系的・継続的に指導する。

その際、資料収集や調査方法、論証方法等の指導力を高め、その成果を生徒への指導に還元す

る。 

⑦【自学自習・補習・チューター制度】朝学習、放課後の自習及び長期休業中の補習を行うこと

で、学習習慣を定着させ、基礎学力を確実に固めるとともに、自学自習の態度を育成する。ま

た、チューター制度を整備して、生徒の自学自習を支援する。 

⑧【家庭学習】宿題や課題の出し方に工夫しつつ適切に出題し、その事後指導を行う。家庭学習

を出題する際には、生徒の過度な負担にならないよう教科間で調整を行う。また、予習・復習

のやり方を具体的に指導し、家庭学習が必要な授業展開を行うなど、家庭学習に前向きに取り

組めるようにする。 

⑨【読書指導】本校の図書館等を有効活用して、あらゆる教育活動を通じて読書指導を行い、生

徒が読書の楽しさを知り、読書習慣を身に付けられるよう積極的に指導する。 

⑩【中間期の学習指導対策】いわゆる中だるみを防止するため、小目標を設定しながら、単元テ

スト、宿題テスト、定期考査などを活用した段階的できめ細かな指導を行い、自ら学ぶ姿勢を

維持させる。３学年では、定期考査と外部模試の結果を用いて各生徒の学力の状況を分析・検

討し、必要に応じて個別に指導を行って後期課程に円滑に接続させる。 

⑪【資格・検定等】全国レベルのコンクールや大会等に積極的に挑戦させるとともに、資格・検

定への受験指導などを行い、生徒の主体的な活動を促し、達成感や成就感をもたせる。また、

６年間を通した主体的な活動の記録を自己管理できるよう指導する。 

⑫【英語教育の推進】英語教育研究推進校として、ＩＣＴを活用した学習ソフトの導入を進める

とともに、オンライン英会話や外部検定試験を通して、４技能「聞く」「話す」「読む」「書く」

をバランスよく学びつつ、国際理解教育との連携を図りながら「聞く」「話す」技能を特に強化

する。そのために必要な指導方法等について英語科で校内研修を実施する。 

⑬【主権者教育の推進】成年年齢の引き下げを踏まえ、公民や地理・歴史及び社会の授業をはじ

め、様々な教育活動を通して、社会の構成者の一員としての意識を醸成し、主体的な社会参画

に必要な力を育む。 

⑭【理数教育の推進】理数研究校として、サイエンスセミナーや実験講座を開講したり、科学の

祭典など外部のコンテストに積極的に参加したりして、理数に興味・関心を持つ生徒の育成を

図る。 

 

＜進路指導＞ 

①【総則】６年間を見通した進路指導計画を作成し、系統的な進路指導を行う。また、進学指導

については、生徒各自が高い志を持って、難関国立大学をはじめとする国公立大学及び難関私

立大学を目指して、チャレンジするように学校として一体となって指導する。 
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②【前期課程の進路指導】前期課程では、社会で働く人々と職業に対する理解を深め、自己との

かかわりについて主体的に考える姿勢を養う。また、職場体験を実施し、働くことの意義や社

会に貢献する意識を養い、健全な勤労観・職業観の育成を図る。 

③【後期課程の進路指導】後期課程では、前期課程で学んだことを踏まえ、職業研究や大学研究

などの調べ学習、オープンキャンパスへの参加、「學フォーラム」等を通して、卒業後の進路を

明確に自覚させ、大学卒業後の将来の在り方生き方も見据えながら、目的意識をもって日々の

学習に取り組むように指導する。 

④【進路情報の提供】『進路の手引き』や進路通信『道はり』を発行して、進路情報を提供する

とともに、大学の先生や学生による進路講話などを開催して進路に対する意識を高める。特に、

新たな大学入試制度や大学入試における新型コロナ感染症対策など、状況の変化に応じたきめ

細かな情報提供を行う。また、校内実力テストや外部の模擬試験については、学年によって実

施する時期を見直して、データをより効果的に活用できるようにして、生徒の進路意識を啓発

し、学力の向上を図る。 

⑤【大学との連携】大学や研究機関との連携を通して、学問に対する興味・関心をもたせ、学習

している各教科の内容が今後の学習にどのようにつながっていくかを理解させ、学習の動機付

けを図る。 

⑥【長期休業期間の講習】長期休業期間に講習を組織的に行い、進路実現のために必要な学力を

向上させる。その際、生徒各自の学力を把握して弱点を補強するように指導する。また、教員

は入試問題を分析し、積極的に大学受験を視野に入れた講座を開講する。また、６年生の１２

月から２月までの受験直前の指導体制を引き続き工夫・強化する。 

⑦【海外大学進学】海外の大学への進学希望者に対して、海外大学進学説明会を開催し、必要な

情報を提供して進路希望が実現するよう支援を行う。 

 

＜生活指導＞ 

① 【基本的な生活習慣の確立】あいさつの励行、遅刻の防止、制服の適正な着用、通学時の

マナー（自転車の乗り方やヘルメットの着用を含む）、貴重品の管理など基本的な生活習慣の確

立について、教育活動全般を通して、学校が一体となって組織的に指導する。特に、スマート

フォンの使い方、ＳＮＳを使用する際の注意など、情報モラルの徹底を重点的に行う。 

②【規範意識の育成】集団生活での規律を守らせ、規範意識を育て、社会の一員としての自覚を

もたせる。また、道徳教育を充実させることで、自他の生命を尊重する態度と、社会的規範意

識を醸成する。４年生の「人間と社会」では、体験活動や演習を通して、より良い生き方を主

体的に選択し、行動する力を育成する。 

③【自治活動】生徒の自治活動を指導・支援し、自治会（生徒会）活動や三大行事の幹部の活動

等を主体的に行うように指導する。その結果、生徒に達成感と成就感をもたせ、自主性自律性

を育て、リーダーとしての資質を養う。 

④【人間的交流】学校行事や宿泊行事、自治活動、地域の取り組みなどを通して、教員と生徒及

び前期課程の生徒と後期課程の生徒との人間的なふれあいや地域社会との交流を積極的に推

進して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図る。 

⑤【防災教育】４年次に実施する地域と連携した防災訓練を中心に、防災に対する意識を高め、
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奉仕活動などに積極的にかかわる意識・態度を育成する。地域の防災活動にも積極的に参加す

る。 

 

＜特別活動・部活動＞ 

①【前期課程】前期課程では、学級活動や部活動などの特別活動を通して、生徒の自主性を育成

する。また、宿泊行事における役割分担の意義を理解させ、集団生活上のルール・マナーを体

得させる。 

②【後期課程】後期課程では、主体的な企画・運営ができるように自治会活動、委員会活動、部

活動や記念祭（文化祭）・クラスマッチ（体育祭）・合唱コンクールなどの学校行事に積極的に

参画させ、リーダーシップを発揮できる力を育てる。 

③【部活動】生徒が部活動を通して限られた時間内で練習に励み、集中力を養い、達成感と成就

感を得るとともに協調性を育むよう、顧問をはじめ全教員が協力して指導する。 

④【部活動と学習活動との調和】部活動については週当たり２日以上の休養日を設定し、メリハ

リのある生活態度を養い、切り替えを迅速に行って、家族と過ごす時間及び学習時間の確保に

努める。 

⑤【国際理解教育】１～２学年のグローバルスタータープログラム（希望者）、２～４学年のオ

ーストラリア語学研修（希望者）、３～５学年の海外リーダーシップ育成研修（希望者）、５学

年の台湾海外修学旅行などを実施して体験的な国際理解教育を推進し、語学力を高め、異文化

を理解し国際社会において貢献できる能力や態度を養う。また、オーストラリアや台湾での訪

問校との相互交流や、米国のルイスアンドクラーク大学やニュージーランドのワイヌイオマタ

ハイスクールとの交流事業を継続し、東京オリンピック・パラリンピック観戦を契機とした国

際社会への関心を一層高め、可能な限り様々な機会をとらえて積極的な国際理解教育、国際交

流を実施していく。 

⑥【オリンピック・パラリンピック教育】前期課程・後期課程を通して本校が実践している様々

な体験や活動を、オリンピック・パラリンピックに関連付けて展開するよう工夫する。特に「ボ

ランティアマインドの育成」「障害者理解の推進」について、さまざまな教育活動を通して取り

組む。 

 

＜健康教育・安全教育＞ 

①【保健活動】生徒の健全な成長に資するため、定期健康診断その他の保健啓発活動を行い、家

庭と連携して生徒の健康管理に努め、教育活動を側面から支える。 

②【学級活動等の活用】学級活動・ホームルーム活動、全校集会・学年集会などを活用し、規則

正しい生活の大切さや安全な通学の仕方、適切なマナーを身に付けるための指導を行う。 

③【体力向上】体力向上に向けた取組を、体育の授業、マラソン大会などの体育的行事、運動部

活動をはじめとして、さまざまな教育活動を通して体力と精神力を鍛え、明るく豊かで活力の

ある生活を営む態度を養成するとともに、体力・運動能力が全国平均値を超えるように努める。 

④【食育】前期課程では、給食指導を通して食への関心を高め、食事のマナーを学ばせる。また、

家庭科の学習、保護者会での情報発信などを通して食育に対する意識を高める。 

⑤【清掃・美化】生徒が主体的に身のまわりの整理や清掃活動・美化活動に取り組むよう指導し
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て生徒の意識を高め、教育環境の整備を図る。 

⑥【セーフティ教室】薬物乱用防止やＳＯＳ発信、ＳＮＳの利用ルール徹底、交通安全教育など

を行い、危険を予測し回避する能力や、生命を尊重し他者や社会の安全に貢献できる資質・能

力を身に付けるように指導する。 

⑦【交通安全】前期課程、後期課程ともに交通事故にあわないための指導を様々な場面で行う。

また、特に後期課程における、自転車通学者の保険加入等の確認と、自転車用ヘルメット着用

の推進を図る。 

⑧【特別支援教育】東京都特別支援教育推進計画（第二期）・第一次実施計画に基づき、特別支

援教育コーディネーターを中心に校内体制を整備するとともに、関係諸機関と連携し、特別な

配慮を要する生徒に対して、適切な教育的支援を行う。また、後期課程における「通級による

指導」の実施体制を整備する。 

⑨【教育相談】生徒の健全な心の発達を図るため、スクールカウンセラー及び精神科の専門医派

遣事業の活用や関係諸機関と連携を深め、組織的・計画的な教育相談活動を推進する。 

⑩【消費者教育】民法の成年年齢が令和４年度より１８歳に引き下げられたことを踏まえ、１８

歳までに契約に関する基本的な考え方や責任について理解するとともに、主体的に判断し、責

任を持って行動できる能力を育むように指導する。 

 

＜募集・広報活動＞ 

①【基本姿勢】募集活動は、積極的かつ広範に展開する。必要に応じてオンラインも活用しなが

ら、効果的に学校説明会が実施できるよう常に改善に努めるとともに、広報活動に必要なもの

については、適時・適切に予算措置を行い、児童・保護者に正確な情報が確実に伝わるように

工夫する。 

②【広報活動の改善】地元４区を中心に都全体を視野に広域にわたって広報活動を行い、適宜に

区市教育委員会や外部機関の協力も得る。学校案内パンフレット等では、わかりやすいレイア

ウト・内容の充実を図り、ポスター、スライド、ＤＶＤでも工夫を行う。 

③【学校説明会等】都立学校等合同説明会及び中高一貫教育校の学校説明会への参加をはじめ、

本校独自の学校紹介日、部活動見学会、適性問題等解説会を実施する。また、記念祭での学校

紹介ブースを継続して行う。また、外部機関が主催する説明会等に積極的に参加する。 

④【授業公開】６月と１０月に授業公開週間を設定し、本校在籍の保護者のみではなく、広く都

民に公開し、本校の教育活動を理解してもらう機会として積極的に活用する。 

⑤【ホームページ】本校のホームページを週３～４回更新し、教育活動や生徒の様子をはじめと

して、必要な情報をタイムリーに広く都民に発信する。教務部の方針のもと、各分掌・学年及

び部顧問が協力して組織的に取り組む。 

 

＜学校運営＞ 

①【企画調整会議】企画調整会議を学校経営の中核に位置づけ、主幹教諭・主任教諭相互の意思

疎通を円滑にし、限られた時間を有効に活用しながら組織的・効果的な学校運営を行う。 

②【職員会議】職員会議は周知機関として、全教職員の共通理解を図る目的で開催する。可能な

限り時間と内容を絞り、効率的・機能的な運営に全教職員が協力する。 
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② 【カリキュラム・マネジメント】教育課程委員会、教科主任会、教科会の役割を明確にし、

教科主任会を定期的に開催しながら、カリキュラム・マネジメントを実現する。特に、令和４

年度４年生から年次進行で実施している高等学校「新学習指導要領」への移行が円滑に行われ

るよう指導体制を整える。 

④【情報セキュリティ】個人情報取り扱い基準を厳守し、特に、生徒等の個人情報の管理には万

全を期すとともに、教職員の服務規律の厳守を徹底し、事故を起こさない体制を構築し、維持・

向上させることで、生徒・保護者及び都民の信頼を得るように努める。研修やクリーンデスク

週間を定期的に実施する。 

⑤【校務分掌】校務分掌については、昨年から３つに整理・統合した分掌で、教員の働き方も見

直しながら、最小限の労力で最大限の効果を得られるよう工夫する。 

⑥【主幹会議】学校全体に関わる事柄や特定の事項について、意見聴取や分掌の枠を超えた意見

交換を行う目的で設置する。 

⑦【経営企画室】学校経営に参画する経営企画室を目指す。特に、自律経営推進予算の執行計画

に基づき、適時に適切な執行を行って教育活動を予算面・行政面から支える。また、日常から

校内美化、危険の予防に努め、良好な教育環境を維持する。 

⑧【施設】Ａ棟、Ｂ棟東側など老朽化した施設の改善、トイレと手洗い場の整備を最優先に行う

よう要請する。校舎の造改修についても、引き続き要望していく。さらに、施設管理面での防

犯・安全対策を徹底する。 

⑨【地域連携】八雲住区・地域避難所運営協議会へ参加し、地域の要請に応え、防災上の拠点と

して、地域と連携した防災教育を推進する。学校施設開放事業の推進を図り、地域から信頼さ

れる学校づくりに資する。 

⑩【いじめ及び体罰の根絶】いじめの防止や早期発見、いじめが発生した際の対処について、学

校いじめ対策委員会を核として全教職員が連携して取り組む。また、体罰・暴言・不適切な指

導の根絶に向けても組織的に取り組む。また、自殺総合対策大綱に基づき、教職員の意識の向

上について組織的に取り組む。 

⑪【ライフワーク・バランス】業務の見直しを継続し、業務の効率化と平準化を促し、教職員一

人一人の業務時間の短縮とライフワーク・バランスの実現を図り、教育活動の質の向上に繋げ

る。 

⑫【デジタル技術を活用した教育の推進】WiFi 設備を利用した BYODや、前期生徒へ貸与され

たタブレット PC と後期課程で導入される一人一台端末を活用し、デジタル技術を活用した新

たな授業の取組を実践する。 

⑬【ダイバーシティ・インクルーシブ教育の推進】 

  あらゆる多様性を認め合い、尊重し合う姿勢を通して、多様な人々が対等に関わりあいなが

ら一体化した教育を推進する。特に、ジェンダー・ニュートラルについては、制服自由選択制

や保健体育科における男女共習の推進、男女の表現への配慮等に取り組む。 

 

（２）今年度の重点目標と方策および数値目標 

①【１３期生の進路実現】今年度卒業する１３期生の進路実現を図るため、当該学年担任、進路

指導部はもとより、組織の総力を挙げて取り組む。 
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＜方策＞ 

・専任を常駐させ、生徒の進路相談にいつでも応えられるように配慮。 

・進路資料を充実させ、生徒に適確な情報を提供。 

・自習室を活用しやすくするように工夫し、時間を確保。 

・各教科においても、生徒の主体的な学習を積極的に支援。 

・チューターと質疑応答などができるように改善し、自学自習を支援。 

・志望校検討会を年２回開催し、生徒一人一人についてきめ細かく指導。 

＜数値目標＞   

難関国立大      １５名  難関私立大     １２０名 

国公立大       ５０名  ＧＭＡＲＣＨ    １５０名 

②【中間期の学習指導対策】生徒の中だるみを防止するため、常に小目標を設定し、気持ちを引

き締めさせ、自ら学ぶ姿勢を維持させる。 

＜方策＞ 

３学年では、定期考査と外部模試の結果を用いて１月に各生徒の学力の状況を分析・検討し、

必要に応じて個別に指導を行って後期課程に円滑に接続させる。４学年では、校内で実施する

外部模試等を利用して到達目標を設定し、意欲を喚起する。 

＜数値目標＞ 

３年生：学力推移調査におけるＢ３ゾーン以下の生徒をゼロにする。 

４年生：ＣＥＦＲ Ａ２以上到達 ５０％以上 

５年生：ＣＥＦＲ Ｂ１以上到達 ５０％以上 

③【家庭学習】家庭学習の効果的に実施して、生徒の学力伸張を図る。 

＜方策＞ 

・宿題や課題の出す際に作業学習的なものも取り入れるなど工夫する。 

・宿題や課題を出題する際には、学年が各教科と量的な調整を行う。 

・予習・復習のやり方を具体的に指導し、家庭学習が必要な授業展開を行う。 

・家庭学習については、その重要性にかんがみ、別途詳細に検討する。 

＜数値目標＞ 

前期課程：毎日２時間以上（週休日、祝祭日も含め平均して） 

後期課程：毎日３時間以上（週休日、祝祭日も含め平均して） 

④【長期休業中の補習・講習】時間的・精神的にゆとりのある長期休業中に補習・講習に参加し

て特定科目を集中して学び、不得意科目の補強等に活用する。 

＜方策＞ 

・生徒各自の学力状況をデータベース化し、教員が適確に把握して弱点を補強するように指導す

る。 

・前期課程では、フォローアップを目的とした講座を中心に実施する。 

・後期課程では、入試問題を分析し、大学受験を視野に入れた講座を開講する。 

＜数値目標＞ 

夏期休業 前期課程 担当教員が長期休業中に１回以上実施 

後期課程 ５０講座以上   延べ １５００名以上参加  
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⑤【読書指導】日常の広範囲にわたる読書を促し、読書習慣を身に付けさせる。 

＜方策＞ 

・生徒の知的好奇心を高めるよう、本校の図書館その他を有効に活用する。 

・８月に読書月間を設定するなど、適宜、読書指導や啓発活動を行う。 

＜数値目標＞ 

図書館における生徒一人あたりの平均貸出件数 年間２０冊以上 

⑥【授業改善】生徒の学力向上を図るため、常に授業改善に努める。 

＜方策＞ 

・専門研修受講、予備校主催の研修受講、他校への指名研修受講等を推進。 

進学対策に加え、新学習指導要領やアクティブ・ラーニングに関する研修にも積極的に参加する。 

・月１回以上の教科会等で、生徒の学力向上策や授業改善について教科内で研修や情報交換を行

い、それを年間授業計画に落とし込み、次年度の改善につなげる。 

・全教員がＩＣＴ機器等を活用する。 

＜数値目標＞ 

学校評価アンケートで、授業満足度 平均８８％以上 

⑦【部活動】学年間を越えて共に活動することで、連帯感をはぐくみ、豊かな人間性の形成に資

する。 

＜方策＞ 

・切り替えを上手に行い、時間にメリハリを付けて有効に使わせる。 

・部活動で身に付けた集中力を駆使して、学習を効率よく進める。 

＜数値目標＞ 

部活動加入率 前期課程９０％以上 後期課程８０％以上 

休養日の設定 前期課程後期課程ともに週２日以上 

⑧【広報活動・地域交流】生徒募集、広報活動、地域交流を積極的に推進する。 

＜方策＞ 

・ホームページを充実させ、週２～３回は更新して最新の情報を提供する。 

・地域のイベント等に生徒の参加を増やし、学校のＰＲ活動に資する。 

＜数値目標＞ 

応募倍率：５．０倍以上 

八雲住区・地域避難所運営協議会への参加 

⑨【ライフワーク・バランス】学校における働き方改革推進プランに基づき、業務の効率化を図

り、教育活動の質の向上と教職員の業務時間の短縮を同時に推進する。 

＜方策＞ 

定時退庁日と学校閉庁日の設定、計画的な仕事の進め方による業務の効率化の促進で、教職員

一人一人の業務時間の短縮とライフワーク・バランスの実現を図る。 

＜数値目標＞ 

年休取得平均１０日以上 


